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厚生労働省フッ化物洗口ガイドラインについて（通知文）

フッ化物洗ロガイドライン（厚生労働省）

各都道府県知事殿

フッ化物洗ロガイドラインについて

医政発第 0114002 号
健発第 0114006 号

平成 15 年 1 月 14 日

健康日本21
重要である。我が国における有効かつ安全なフッ化物応用法を確立するために、平成12年か
ら厚生労働科学研究事業として、フッ化物の効果的な応用法と安全性の確保についての検討
が行われたところであるが、この度、本研究事業において「フッ化物洗口実施要領」を取り
まとめたところである。ついては、この研究事業の結果に基づき、８０２０運動の推進や国

なフッ化物洗口法の普及を図るため、「フッ化物洗ロガイドライン」を別紙の通り定めたの
で、貴職におかれては、本ガイドラインの趣旨を踏まえ、貴管下保健所設置市、特別区、関
係団体等に対して周知方お願いいたしたい。

1 はじめに
フッ化物応用によるう蝕予防の有効性と安全性は、すでに国内外の多くの研究により示され

ており、口腔保健向上のためフッ化物の応用は、重要な役割を果たしている。
わが国においては、 世界保健機関 (WHO) 

うフッ化物応用によるう蝕予防が行われてきた。特に、1970 年代からフッ化物洗口を実施し

の一環として、その晋及がなされてきた。

フッ化物イオンが再石灰化を促進する有用な手段であることが明らかになっており、う蝕予防
におけるフッ化物の役割が改めて注目されている。

こうした中、平成11 「フッ化物応用についての総合的な見解」をま
とめたことを受け、平成12年度から開始した厚生労働科学研究において、わが国における
フッ化物の効果的な応用法と安全性の確保についての研究 治療評価
に関するフッ化物応用の総合的研究」）が行われている。

さらに、第 3 21
日本 21) 保健の「８０２０運動」がとりあげられ、2010年までの目標値が掲
げられている。これらの目標値達成のための具体的方策として、フッ化物の利用が欠かせない
ことから、EBM(Evidence Based Medicine) の手法に基づいたフッ化物利用について、広く
周知することは喫緊の課題となっている。

大きく寄与できると考えられ、上記の厚生労働科学研究の結果を踏まえ、最新の研究成果を盛

２ 対象者
フッ化物洗口法は、とくに、４歳から14歳までの期間に実施することがう蝕予防対策とし
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にも効果があることが示されている。
1) 対象年齢

４歳から成人、 老人まで広く適用される。特に、４歳（幼稚園児）から開始し、14歳
（中学生）まで継続することが望ましい。その後の年齢においてもフッ化物は生涯にわたっ

2) う蝕の発生リスクの高い児（者）への対応

リスクの高まった人への利用も効果的である。

3 フッ化物洗口の実施方法
フッ化物洗口法は、自らでケアするという点では自己応用法（セルフ ケア）であるが、その

商いう蝕予防効果や安全性、さらに高い費 用便益率 (Cost -Benefit Rat io) 等、優れた公衆衛
生的特性を示している。

特に、地域単位で保育所 幼稚園や小 中学校で集団応用された場合は、公衆衛生特性の高い方

期実施が確保される。
1)   器材の準備、洗口剤の調製

処方を受けた
後、薬局にて洗口剤の交付を受け、用法 用量に従い洗口を行う。

2) 洗口練習
フッ化物洗口法の実施に際しては、事前に水で練習させ、飲み込まずに吐き出せさせる

ことが可能になってから開始する。
3) 洗口の手順

10m1  の 洗口液で約30秒
間洗口（ブクブクうがい）する。洗口中は、座って下を向いた姿勢で行い、口腔内のすべ

水口に流してよい。
4) 洗口後の注意

洗口後 30分間は、うがいや飲食物をとらないようにする。また、集団応用では調 整した
洗口液 （ポリタンクや分注ポンプ）の残りは、実施のたびに廃棄する。家庭用専用瓶では、
一人あたり約１か月間の洗口ができる分量であり、 冷暗所に保存する。

4 関連事項
1) フッ化物洗口法と他のフッ化物応用との組み合わせ

フッ化物洗口法と他の局所応用法を組み合わせて実施しても、フッ化物の過剰摂取にな

しても、特に問題はない。
2) 薬剤管理上の注意

科医師の指示のもと、保護者が薬剤を管理する。
3) インフォームド コンセント

フッ化物洗口を実施する場合には、本人あるいは保護者に対して、具体的方法、期待さ
れる効果、安全性について十分に説明した後、同意を得て行う。

4) フッ化物洗口の安全性
（１）フッ化物洗口液の誤飲あるいは口腔内残留量と安全性

本法は、飲用してう蝕予防効果を期待する全身応用ではないが、たとえ誤って全量
飲み込んだ場合でもただちに健康被害が発生することはないと考えられている方法で
あり、急性中毒と慢性中毒試験成績の両面からも理論上の安全性が確保されている。
① 急性中毒

通常の方法であれば急性中毒の心配はない。
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平成30年度の状況、NPO

コラム④ 全国のフッ化物洗口実施率

佐賀県のフッ化物洗口は、実施率並びに人数実施率ともに全国１位（表）

全国
順位

施設
実施率

人数
実施率

1 佐賀県 80.9％ 佐賀県 84.7％
2 78.2％ 秋田県 78.2％

3 新潟県 76.1％ 新潟県 73.7％

4 秋田県 70.7％ 72.5％

5 熊本県 68.2％ 熊本県 53.7％

② 慢性中毒

れたときに発現する 。フッ化物洗口を開始する時期が ４歳であっても、永久
、 口

素症は発現しない。骨のフッ素症は、８ppm 以上の飲料水を20年以上飲み続けた
場合に生じる症状であるので、フッ 化物洗口のような微量な口腔内残留量の局所
応用では発現することはない。

（２）有病者に対するフッ化物洗口
フッ化物洗口は、うがいが適切に行われる限り、身体が弱い人や障害をもっている

人が特にフッ化物の影響を受けやすいということはない。腎疾患の人にも、う蝕予防
として奨められる方法である。また、アレルギーの原因となることもない。骨折、ガ
ン、神経系および遺伝系の疾患との関連などは、水道水フッ化物添加 (Fluoridation) 地
域のデータを基にした疫学調査等によって否定されている。

5 「う蝕予防のためのフッ化物洗口実施マニュアル」
フッ化物応用に関する、より詳細な情報については、厚生労働科学研究 「フッ化物応用に関

する総合的研究」班が作成した「う蝕予防のためのフッ化物洗口実施マニュアル」を参照された
い。

コラム③ フッ化物洗口実施率の推移

市町立小学校では、平成25年度に163校すべ
てで実施されるようになりました。

平成26年度からは、県立中学校（全４校）と
県立特別支援学校（全10校）が、フッ化物洗口
に取り組んでおり、施設実施率が100％となって
います。

フッ化物洗口は、４歳から14歳まで継続し
て行うことが重要です。
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フッ化物洗口実施要領（例：佐賀県立学校）

実施要領等の作成に当たっては、フッ化物洗口ガイドライン（厚生労働省）の内容を
参考にしましょう。

1 趣旨

佐賀県では、第 2 2 1 ) を推進し、その 中で、

フッ 化物洗口について、とくに、 4 歳児から14

策として有効であるとしている。

2 実施主体

洗口の実施主体は、佐賀県立中学校及び佐賀県立特別支援学校（以下「県立学校」という。)

とする。

3 実施対象者

県立学校の児童生徒とする。ただし、特別支援学校の高等部の生徒はのぞく。

4 実施体制の整備

学校薬剤師等の関係者及び関係機関と連携して

協力を得、実施体制を整備するものとする。

( 1 ) 連絡会の開催

ア 学校における役割分担

イ 洗口時間の設定

ウ 薬剤の管理

エ 年間実施計画

オ

する。

( 2 )  保護者説明会の開催

開催するものとする。

児童 生徒が洗口を実施するか否かは、毎年度、保護者に対して申込書（様式１第号） で

確認するものとする。
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( 3 ) 事前の準備

めるものとする。

ア 洗口器材 薬剤の準備

イ 薬剤管理簿（様式第 ３号）の作成

ウ 薬剤保管場所の確保（鍵のかかる場所）

エ 洗口の練習

5 実施方法

県立学校において、洗口動作が十分にできる児童生徒を対象として、定められた濃度の洗

口液を用いて、 週1 回集団的継続的に洗口を行うものとする。

( 1 ) 指示書の発行

2 号）を発行する。

( 2 ) 洗口の実施手順

①洗口液の作成、②分注（各クラス分）、③各クラス分の準備 運搬、

④ 1 人分ずつ分注、⑤洗口 ( 1 分間ブクブクうがい）、⑥後片づけの順序で実施する。

わたるように行う。

また、洗口の効果をより高めるため 、洗口後 30分間は、うがいや 飲食をしないよう

にする。

( 3 ) 洗口を希望しない児童 生徒への配慮

洗口を希望しない旨事前に申し出のあった児童 生徒又は洗口動作が不十分な児童・生

徒に対しては、必要に応じて洗口液の代わりに水道水等を用いて洗口させる等の配慮を

行うものとする。

6 評価

防の評価を行うものとする。

附則

この要領は、 平成26年４月１日から施行する。

平成28年３月30日一部改正

令和３年４月９日一部改正
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年度フッ化物洗口申込書

年 月 日

_______________ 様

※どちらかを○で囲んでください。

１ フッ化物洗口を希望します。

２ フッ化物洗口を希望しません。

園児の組 _____ 組

園児の氏名

保 護 者 氏 名

ご変更あれば、随時受け付けますのでお知らせください。

以下の様式については、 佐賀県ホームページよりダウンロードして利用してください。
【佐賀県ホームページ⇒健康・福祉⇒ 】

【保育所・幼稚園・認定こども園用】＜様式１-１＞

フッ化物洗口申込書
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年度フッ化物洗口申込書

年 月 日

_______________ 様

※どちらかを○で囲んでください。

１ フッ化物洗口を希望します。

２ フッ化物洗口を希望しません。

児童・生徒の学年・組 ＿＿年_____組

児童・生徒の氏名

保 護 者 氏 名

ご変更あれば、随時受け付けますのでお知らせください。

【小学校・中学校用】＜様式１-２＞
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※毎年度必ず 科医師が指 書を記 すること 

        

施設     様      担当 科医師 

 科医院名 

                    所在地 

                         氏名 

※フッ化物洗口後、30 分間はうがいや飲食は避ける 

※つくりおく場合のフッ化物洗口液は冷蔵庫で保管し、残った洗口液は 1 週間で廃棄する 

※週 1 回法で実施の場合、残った洗口液はその都度廃棄する 

 

 

施設名  

実施期間   年  月  日       年  月  日 

 

フッ化物洗口剤 

 

□ミラノール顆粒 11％ 

    1ｇ ・ 1.8ｇ ・ 7.2ｇ 

□オラブリス洗口用顆粒 11％          

    1.5ｇ ・ 6ｇ             

フッ化物洗口液濃度 □250ppm     □900ppm 

フッ化物洗口液の量・洗口時間    1 人  ５ml   ・  30 秒 １分間 

洗口の回数        週      回  

表 

＜様式２ １＞ 

  年  月  日発行 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

フッ化物洗口指示書 

フッ化物洗口指示書 
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（5 回分） 

注）洗口薬剤年間購入量に関しては、1 回使用量計算後は、購入先にご相談ください 

※α＝最後まで適量分注するための洗口液確保 

※ 

 

※ 

【幼児保育施設】 作業用シートになります。必要に応じてご使用ください 

       フッ化物洗口液調製（溶解）用計算シート 

各クラスの必要量 

 

   組名 

 

実施児童数 

 

必要な洗口液量 

（５ml×実施児童数×洗口の回数） 

＋α（100ml×使用ボトル数（又はクラス数）） 

（年中） 組       人 ５ ml ×    人 ×   回    

＝      ml   

（年 ） 組       人 ５ ml ×   人 ×   回     

＝      ml 

   

合計       人 

ml ＋ α（100ml×   本） 

        ＝       ml 

 

 

 

１週分合計        を    包使用し、水       ml で調製 

    

調製（溶解）する洗口液 

裏 

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液調製（溶解）資料(P.37)』を参考にしてください 
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※毎年度必ず 科医師が指 書を記 すること 

 

 

学校   様          担当 科医師 

 科医院名 

所在地 

                 氏名 

施設名  

実施期間   年   月  日       年  月  日 

 

フッ化物洗口剤 

 

 

□ミラノール顆粒 11％ 

    1ｇ ・ 1.8ｇ ・ 7.2ｇ 

□オラブリス洗口用顆粒 11％          

    1.5ｇ ・ 6ｇ            

フッ化物洗口液濃度 □250ppm   □900ppm  

フッ化物洗口液の量・洗口時間  1 人  10ml ・  1 分間 

洗口の回数        週      回  

※フッ化物洗口後、30 分間はうがいや飲食は避ける 

※つくりおく場合のフッ化物洗口液は冷蔵庫で保管し、残った洗口液は 1 週間で廃棄する 

※週 1 回法で実施の場合、残った洗口液はその都度廃棄する 

 

＜様式２ ２＞  

表 

  年  月  日発行 

フッ化物洗口指示書 
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調製（溶解）する洗口液 

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液調製（溶解）資料(P.37)』を参考にしてください 

注）洗口薬剤年間購入量に関しては、1 回使用量計算後は、購入先にご相談ください 

※α＝最後まで適量分注するための洗口液確保 

※ 

※ 

【学校】 作業用シートになります。必要に応じてご使用ください 

       フッ化物洗口液調製（溶解）用計算シート 

各クラスの必要量 

 

学年（学級数） 

 

実施生徒数 

 

必要な洗口液量 

（10ml×実施生徒数×洗口の回数） 

＋α（100ml×使用ボトル数（又はクラス数）） 

１年生（  学級）     人 10ml ×    人×  回＝    ml   

２年生（  学級）     人 10ml ×    人×  回＝    ml     

３年生（  学級）     人 10ml ×    人×  回＝    ml  

４年生（  学級）     人 10ml ×    人×  回＝    ml  

５年生（  学級）     人 10ml ×    人×  回＝    ml  

６年生（  学級）     人 10ml ×    人×  回＝    ml  

   

合計     人 ml ＋ α（100ml×    本） 

   ＝            ml 

 

 

 

1 回使用量       を   包を使用し、水     ml で調製 

裏 
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※毎年度必ず 科医師が指 書を記 すること 

 

〇〇保育園 園  様    担当 科医師   
  科医院名  □〇 科医院 

所在地    佐賀市富士町 

                         氏名     佐賀 太郎  

※フッ化物洗口後、30 分間はうがいや飲食は避ける 

※つくりおく場合のフッ化物洗口液は冷蔵庫で保管し、残った洗口液は 1 週間で廃棄する 

※週 1 回法で実施の場合、残った洗口液はその都度廃棄する 

 

 

施設名   〇〇保育園 

実施期間 令和 3 年 5 月 10 日   令和４年３月 31 日 

 

フッ化物洗口剤 

 

□ミラノール顆粒 11％ 

    1ｇ ・ 1.8ｇ ・ 7.2ｇ  

□オラブリス洗口用顆粒 11％       

    1.5ｇ ・ 6ｇ           

フッ化物洗口液濃度 □250ppm   □900ppm 

フッ化物洗口液の量・洗口時間    １人  ５ml ・ 30 秒 1 分間 

洗口の回数        週   ５   回  

【ミラノール記入例】 

 

＜様式２ １＞ 

例） ・〇〇保育園 

・２クラスでボトル使用２本 

年中組→30 人 

   年 組→28 人 

・ミラノール １ｇ購入 

・毎日法（週５回） 

令和 3 年 4 月 30 日発行 

表 

フッ化物洗口指示書 
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（①＋②） 使用ボトル数 

（５回分） 

必要な洗口液量 

※α＝最後まで適量分注するための洗口液確保 

※ 

注）洗口薬剤年間購入量に関しては、1 回使用量計算後は、購入先にご相談ください 

 ＝  1,650 ml 

※ 

 【幼児保育施設】 作業用シートになります。必要に応じてご使用ください 

       フッ化物洗口液調製（溶解）用計算シート 

各クラスの必要量 

 

   組名 

 

実施児童数 

 

必要な洗口液量 

（５ml×実施児童数×洗口の回数） 

＋α（100ml×使用ボトル数（又はクラス数）） 

ぱんだ 組    30 人 
５ml× 30 人× 5 回     

＝  750 ml -① 

らいおん 組    28 人 
５ml× 28 人× ５ 回      

＝  700 ml -② 

   

合計    58 人 

1,450 ml＋ α（100ml× 2 本） 

       

 

 

 

１週分合計  ミラノール１ｇ を ９ 包使用し、水  1,800 ml で調製 

調製（溶解）する洗口液 

＜様式２ １＞ 

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液作製資料（P.37）』を参考にしてください 

【ミラノール記入例】 

裏 
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□□小学校 校  様      担当 科医師 

 科医院名  □〇 科医院 

所在地    佐賀市富士町 

                        氏名     佐賀 太郎 

※フッ化物洗口後、30 分間はうがいや飲食は避ける  

※つくりおく場合のフッ化物洗口液は冷蔵庫で保管し、残った洗口液は 1 週間で廃棄する 

※週 1 回法で実施の場合、残った洗口液はその都度廃棄する 

 

 

施設名    □□小学校 

実施期間 令和 3 年 5 月 10 日   令和 4 年 3 月 31 日  

 

フッ化物洗口剤 

□ミラノール顆粒 11％ 

    1ｇ ・ 1.8ｇ ・ 7.2ｇ 

□オラブリス洗口用顆粒 11％       

    1.5ｇ ・ 6ｇ            

フッ化物洗口液濃度 □250ppm   □900ppm  

フッ化物洗口液の量・洗口時間      1 人  10ml ・  1 分間 

洗口の回数         週  1  回  

＜様式２ ２＞ 【ミラノール記入例】 

例） 

・□□小学校 

・各クラスでボトル使用（計 26 本） 

※クラス人数は以下のとおり 

・ミラノール 7.2ｇ購入 

・週１回法 

 

※毎年必ず 科医師が指 書を記 すること 

令和 3 年 4 月 30 日発行 

表 フッ化物洗口指示書 
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調製（溶解）する洗口液 

① ⑥の合計 使用するボトル数 

必要な洗口液量 

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液作製資料（P.37）』を参考にしてください 

※α＝最後まで適量分注するための洗口液確保 

※ 

注）洗口薬剤年間購入量に関しては、1 回使用量計算後は、購入先にご相談ください 

※ 

【学校】 作業用シートになります。必要に応じてご使用ください 

       フッ化物洗口液調製（溶解）用計算シート 

各クラスの必要量 

 

学年（学級数） 

 

実施生徒数 

 

必要な洗口液量 

（10ml×実施生徒数×洗口の回数） 

＋α（100ml×使用ボトル数（又は学級数）） 

１年生（ 4 学級） 132 人 10ml × 132 人× 1 回＝ 1,320 ml -① 

２年生（ 4 学級）  146 人 10ml × 146 人× １回＝ 1,460 ml -②    

３年生（ 5 学級） 167 人 10ml × 167 人× １回＝ 1,670 ml -③ 

４年生（ 4 学級） 137 人 10ml × 137 人× 1 回＝ 1,370 ml -④ 

５年生（ 5 学級） 161 人 10ml × 161 人× 1 回＝ 1,610 ml -⑤ 

６年生（ 4 学級） 153 人 10ml × 153 人× １回＝ 1,530 ml -⑥ 

   

合計  896 人 
8,960 ml＋ α（100ml× 26 本） 

   ＝    11,560 ml 

 

 

 

1 回使用量 ミラノール 7.2ｇ を 29 包使用し、水  11,600 ml で調製 

＜様式２ ２＞ 【ミラノール記入例】 

裏 
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※毎年度必ず 科医師が指 書を記 すること 

              

〇〇保育園 園  様   担当 科医師   
 科医院名  □〇 科医院 

所在地    佐賀市富士町  

                       氏名      佐賀 太郎  

※フッ化物洗口後、30 分間はうがいや飲食は避ける 

※つくりおく場合のフッ化物洗口液は冷蔵庫で保管し、残った洗口液は 1 週間で廃棄する 

※週 1 回法で実施の場合、残った洗口液はその都度廃棄する 

 

 

施設名   〇〇保育園 

実施期間 令和 3 年 5 月 10 日   令和４年 3 月 31 日 

 

フッ化物洗口剤 

 

□ミラノール顆粒 11％ 

    1ｇ ・ 1.8ｇ ・ 7.2ｇ  

□オラブリス洗口用顆粒 11％     

    1.5ｇ ・ 6ｇ           

フッ化物洗口液濃度 □250ｐｐｍ □900ｐｐｍ  

フッ化物洗口液の量・洗口時間    1 人  ５ｍｌ ・ 30 秒 １分間 

洗口の回数        週   5   回  

【オラブリス記入例】 ＜様式２ １＞ 

例） 

・〇〇保育園 

・２クラスでボトル使用２本 

年中組→30 人 

  年 組→28 人 

・オラブリス 1.5ｇ購入 

・毎日法（週５回） 

令和 3 年 4 月 30 日発行 

表 
フッ化物洗口指示書 
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（①＋②） 使用ボトル数 

（５回分） 

※α＝最後まで適量分注するための洗口液確保 

※ 

注）洗口薬剤年間購入量に関しては、1 回使用量計算後は、購入先にご相談ください 

※ 

【幼児保育施設】 作業用シートになります。必要に応じてご使用ください 

       フッ化物洗口液調製（溶解）用計算シート 

各クラスの必要量 

 

   組名 

 

実施児童数 

 

必要な洗口液量 

（５ml×実施児童数×洗口の回数） 

＋α（100ml×使用ボトル数（又はクラス数）） 

ぱんだ 組    30 人 ５ml× 30 人× 5 回     

＝  750 ml -① 

らいおん 組    28 人 ５ml× 28 人× ５ 回      

＝  700 ml -② 

   

合計    58 人 

1,450 ml ＋ α（100ml× 2 本） 

      

 

 

 

１週分合計 オラブリス１.5ｇ を ６包使用し、水 1,800 ml で調製 

調製（溶解）する洗口液 

＜様式２ １＞ 

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液調製（溶解）資料（P.37）』を参考にしてください 

【オラブリス記入例】 

必要な洗口液量 

裏 

＝  1,650 ml 
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□□小学校 校   様    担当 科医師 

 科医院名  〇〇 科医院 

    所在地    佐賀市富士町 

                        氏名     佐賀 太郎 

※フッ化物洗口後、30 分間はうがいや飲食は避ける  

※つくりおく場合のフッ化物洗口液は冷蔵庫で保管し、残った洗口液は 1 週間で廃棄する 

※週 1 回法で実施の場合、残った洗口液はその都度廃棄する 

 

施設名    □□小学校 

実施期間 令和 3 年 5 月 10 日   令和 4 年 3 月 31 日 

 

フッ化物洗口剤 

 

□ミラノール顆粒１１％ 

    1ｇ ・ 1.8ｇ ・ 7.2ｇ 

□オラブリス洗口用顆粒１１％       

    1.5ｇ ・ 6ｇ            

フッ化物洗口液濃度 □250ppm   □900ppm  

フッ化物洗口液の量・洗口時間     1 人  10ml  ・  １分間 

洗口の回数         週  1  回  

＜様式２ ２＞ 【オラブリス記入例】 

例） 

・□□小学校 

・各クラスでボトル使用（計 26 本） 

※クラス人数は以下のとおり 

・オラブリス ６ｇ購入 

・週 1 回法 

令和 3 年 4 月 30 日発行 

表 

フッ化物洗口指示書 

 

 
 

 
 

 
 

※毎年度必ず 科医師が指 書を記 すること 
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調製（溶解）する洗口液 

① ⑥の合計 使用するボトル数 

必要な洗口液量 

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液作製資料（P.37）』を参考にしてください 

※α＝最後まで適量分注するための洗口液確保 

※ 

注）洗口薬剤年間購入量に関しては、1 回使用量計算後は、購入先にご相談ください 

※ 

【学校】 作業用シートになります。必要に応じてご使用ください 

       フッ化物洗口液調製（溶解）用計算シート 

各クラスの必要量 

 

学年（学級数） 

 

実施生徒数 

 

必要な洗口液量 

（10ml×実施生徒数×洗口の回数） 

＋α（100ml×使用ボトル数（又は学級数）） 

１年生（ 4 学級） 132 人 10ml × 132 人× 1 回＝ 1,320 ml -① 

２年生（４学級） 146 人 10ml× 146 人×１回＝  1,460 ml -② 

３年生（ 5 学級） 167 人 10ml × 167 人× １回＝ 1,670 ml -③ 

４年生（ 4 学級） 137 人 10ml × 137 人× 1 回＝ 1,370 ml -④ 

５年生（ 5 学級） 161 人 10ml × 161 人× 1 回＝ 1,610 ml -⑤ 

６年生（ 4 学級） 153 人 10ml × 153 人× １回＝ 1,530 ml -⑥ 

   

合計  896 人 
8,960 ml＋ α（100ml× 26 本） 

   ＝    11,560  ml 

 

 

 

1 回使用量 オラブリス６ｇ を 35 包使用し、水 11,620  ml で調製 

＜様式２ ２＞ 【オラブリス記入例】 

裏 
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実施児童（生徒）数洗口液の計算や指示書記入等の参考に使用してください

※使用する洗口量に対して、100mlの洗口液（水＋薬剤）を加えて計算し、
洗口液を調製（溶解）して下さい

【別途表】フッ化物洗口液調製（溶解）資料 第
１
章
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洗口回数
フッ化物

洗口濃度

1人あたり

の洗口量

フッ化物洗口剤

の種類
1包の量

1包当たりの

水の量

1.8ｇ 100ml

7.2ｇ 400ml

オラブリス 6ｇ 332ml

1.8ｇ 100ml

7.2ｇ 400ml

オラブリス 6ｇ 332ml

１ｇ 200ml

1.8ｇ 360ml

オラブリス 1.5ｇ 300ml

１ｇ 200ml

1.8ｇ 360ml

7.2ｇ 1,440ml

1.5ｇ 300ml

6ｇ 1,200ml

毎日法
（週５回）

250ppm

5ml 
ミラノール

10ml

ミラノール

オラブリス

週１回 900ppm

5ml 
ミラノール

10ml
ミラノール
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◎必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液作製資料（P.37）』を参考にし、

調製（溶解）する洗口液量を出す

A
使用する洗口液量（ml）

実施人数（人）

洗口の回数（回）
×

× ＋ ＝

B

ディスペンサー付ボトル
の必要残量

100ml

×
使用するボトル（本）

又は学級数

C

必要な
洗口液量

【調製（溶解）する洗口液量の計算方法】 下記AとBを足した量を算出します

※ディスペンサー付きボトルに入っている洗口液は、すべて使えないので、１本あたり100ml
の余裕をもって調製（溶解）します。

※使用薬剤によって溶解する水の量が異なるため、調整する量を増やす必要があります。

毎日法（週５回） １人１回の洗口量５mlの場合
実施人数計30人、２クラスでディスペンサー付ボトル２本使用

A
5ml×30人×５回

B
100ml×２本

C
950ml＋ ＝

◎ミラノールであれば、１ｇを５包用いて 1,000mlを調製

◎オラブリスであれば、1.5ｇを４包用いて 1,200mlを調製

ゆえに、調製（溶解）する洗口液量は

（ ）

（例）

※α＝最後まで適量分注する
ための洗口液確保

※必要な洗口液量を踏まえ、『【別途表】フッ化物洗口液調製（溶解）資料(P.37)』を参考にし
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＜様式３＞

フッ化物洗口指示書
年 月 日

担当薬剤師名 様

フッ化物洗口用として、下記のとおりに保管、調製をしてください。

※

記

・施設名：

・実施年月日： 年 月 日 年 月 日

・指示品目： 使用薬剤名 （１包＝ ｇ）を使用し

指示書の写し【  】を

参考（フッ化物洗口濃度、一人あたりの洗口量）にし、

全生徒（全園児）数に応じて洗口液を調製してください

・薬剤保管依頼： する ・ しない

・所在地

・氏名

②①

③

※薬局又は薬剤師へ委託の場合のみ使用 第
１
章
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フッ化物洗口指示書
令和３年 ４月 30 日

△△薬局 〇〇 様

フッ化物洗口用として、下記のとおりに保管、調製をしてください。

※

記

・施設名： □□小学校

・実施年月日： 令和３年５月10日 令和４年３月31日

・指示品目： ミラノール顆粒11％（１包＝ 7.2ｇ）を使用し

指示書の写し【 → 】を

参考（フッ化物洗口濃度、一人あたりの洗口量）にし、

896 名に応じて洗口液を調製してください

・薬剤保管依頼： する ・ しない

例）
・□□小学校
・全生徒数 896名
・ミラノール 7.2ｇ購入

① ②

③

１①
ミラノール顆粒11％

又は
オラブリス洗口用顆粒11％

１②
購入した薬剤の量

◆ミラノール→ 1ｇ、1.8ｇ、7.2ｇ
◆オラブリス→ 1.5ｇ、6ｇ

１③ 全生徒（全園児）とは、
フッ化物洗口の申込のあった全人数（園又は学校より情報提供）

＜様式３＞ 【ミラノール記入例】

・所在地 佐賀市□□

・氏名 富士 太郎
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フッ化物洗口指示書
令和３年 ４月 30 日

△△薬局 〇〇 様

フッ化物洗口用として、下記のとおりに保管、調製をしてください。

※

記

・施設名： □□小学校

・実施年月日： 令和３年５月10日 令和４年３月31日

・指示品目： オラブリス洗口用顆粒11％（１包＝ ６ｇ）を使用し

指示書の写し【 → 】を

参考（フッ化物洗口濃度、一人あたりの洗口量）にし、

896 名に応じて洗口液を調製してください

・薬剤保管依頼： する ・ しない

例）
・□□小学校
・全生徒数 896名
・オラブリス 6ｇ購入

① ②

③

１①
ミラノール顆粒11％

又は
オラブリス洗口用顆粒11％

１②
購入した薬剤の量

１③ 全生徒（全園児）とは、
フッ化物洗口の申込のあった全人数（園又は学校より情報提供）

◆ミラノール→ 1ｇ、1.8ｇ、7.2ｇ
◆オラブリス→ 1.5ｇ、6ｇ

＜様式３＞【オラブリス記入例】 第
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・所在地 佐賀市□□

・氏名 富士 太郎
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＜様式４＞ フッ化物洗口（劇薬）
譲受書

譲受書

受領日

受領数

    年    月     日  

     包 ×       箱

 職名：

受領者サイン

 住所：

 氏名：               印

薬剤名
□ミラノール顆粒11％ 【   1ｇ・1.8ｇ・7.2ｇ  】

□オラブリス洗口用顆粒11％ 【  1.5ｇ・ 6ｇ 】
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月 日 受入数 担当者 使用数 担当者 残数 備考

（記入例）

４ ３ 70 包 田中 ０ 包 田中 70 包

４ ６ ０ 包 森内 ７ 包 森内 63 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

包 包 包

令和 3 年度フッ化物洗口薬剤管理簿

施設名： 〇〇小学校

使用薬剤： □ミラノール顆粒 11％ 【 1ｇ / 1.8ｇ / 7.2ｇ 】

□オラブリス洗口用顆粒 11％ 【 1.5ｇ / 6ｇ 】
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